
お知らせ

　
町
で
は
、
両
親
が
仕
事
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
保
育
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
を

対
象
と
し
て
、
保
育
所
を
開

設
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
４
月
か
ら
保
育
所
へ

入
所
を
希
望
す
る
児
童
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
保
育
所
へ
入

所
中
で
４
月
以
降
も
引
き
続

き
入
所
を
希
望
す
る
児
童
に

つ
い
て
も
、
申
込
書
と
児
童

を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
証
明
書
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
募
集
期
間

２
月
１
日（
水
）～
１４
日（
火
）

②
開
設
保
育
所

　
・
上
ノ
国
保
育
所

　
・
河
北
保
育
所

③
申
込
方
法

　
住
民
課
住
民
環
境
グ
ル
ー

プ
、
湯
ノ
岱
・
石
崎
出
張
所

お
よ
び
各
保
育
所
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
よ
り
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課
住
民
環
境
グ
ル
ー
プ

入
所
児
童
募
集

上
ノ
国

河
　
北
保
育
所

　

水
道
管
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
を
下
回
る
と
水
道
管
が
凍
り
、

破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

２
月
は
厳
冬
期
で
あ
り
、
特
に
冷
え
込
み
が
予
想
さ
れ
る
夜
は
、

『
水
落
し
』
を
忘
れ
ず
に
！

　

水
道
管
を
凍
ら
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
や
、
電
熱
線
の
設
置
ま
た
は

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
を
お
考
え
の
場
合
は
、
町
内
の
水
道
工
事
店
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
：
水
道
課

民生委員の改選について 各地区の民生委員が改選されましたので、
お知らせ致します。

○湯ノ岱
　三品　奈奈子
　三浦　峯子
○宮越
　安田　モト
○早瀬
　鈴木　セツ
○桂岡
　新谷　光信
○中須田
　布施　和子
　森　英雄
○小森
　秋田　薫
○豊田
　前川　輝男

○新村
　北島まき子
○大留
　岩谷　孝志
　小林　恭平
○中央区
　大島志保子
○北村
　菊池　和雄
　長内須美子
○向浜
　笹浪　和子
○上ノ国
　笹浪喜代子
○原歌
　上野　春子

○大崎
　長谷川　浩
○木ノ子
　柳原　智春
○扇石
　木村　昭政
　古館　丸子
○汐吹
　品田　俊子
○石崎
　清川　千秋
　下倉　理香
○小砂子
　斉藤真由美

民生委員とは
　「民生委員」は、民生委員法に基づ
いて厚生労働大臣から委嘱された非常
勤の地方公務員です。
　社会福祉の増進のために、地域住民
の立場から生活や福祉全般に関する相
談・援助活動を行っており、地域住民
の身近な相談相手となり、行政や専門
機関をつなぐパイプ役を務めます。

お問い合わせ　住民課住民環境グループ

　

町
内
で
は
水
道
管
の
凍
結
を
防
止

す
る
た
め
、
電
熱
線
を
巻
き
つ
け
て

い
る
ご
家
庭
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
熱
の
上
昇
を
感
知
す
る

部
位
が
水
道
管
に
密
着
し
て
い
な

か
っ
た
り
、
余
っ
た
電
熱
線
を
重
ね

巻
き
す
る
こ
と
に
よ
り
過
剰
発
熱
し
、

火
災
に
発
展
し
た
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

町
内
で
も
１
月
中
、
同
じ
ケ
ー
ス

で
の
火
災
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
気
温
が
低
い
日
が
続
く
２
月
を
前
に
、
適
切
に
設
置
さ
れ

て
い
る
か
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

水
道
管
凍
結
防
止
用
電
熱
線
か
ら
の

　
　
　
　
　
火
災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

緊　急■
お
問
い
合
わ
せ　

上
ノ
国
消
防
署
（
☎
55
・
２
０
７
１
）
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